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た．2018 ～ 2020 年度の 3 年間で，医師への相談
と薬の確認の習慣について（オリンピックスポー
ツ文化研究 4: 125-132, 2019），アンチ・ドーピン
グの知識について体育系大学と薬学系大学の比較



















































究テーマは 2017 年が 156 件，2018 年度は 158 件




















































































































日比野幹生：研究プロジェクト 2：成果報告（2018 年度～ 2020 年度）





ツ文化研究』第 4 号，2019 年，pp. 75-90．
関根正美「オリンピックの哲学的人間学：より
速く，より高く，より強く，より人間的に」『オ





究』第 4 号，2019 年，pp. 125-132．
松瀬学「東京五輪・パラリンピックの招致活動
検証 : 2016 年大会招致の敗因と 2020 年大会招致
の勝因 , およびレガシー考察」『オリンピックス
ポーツ文化研究』第 5 号，2020 年，pp. 85-104．
日比野幹生，束原文郎「デンマークのエリート
スポーツ政策」『オリンピックスポーツ文化研究』
第 5 号，2020 年，pp. 131-148．
成田和穂，丸山桂司「大学生のアンチ・ドーピ
ングの知識に関する調査 : 体育系大学と薬学系大







（受理日：2021 年 3 月 31 日）
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